
『
天
台
菩
薩
戒
真

俗

一
貫
砂
』

に
つ
い
て

(
窪

田
)

『
天
台
菩
薩

戒
真
俗

一
貫
砂
』
に

つ
い
て

窪

田

哲

正

一

叡
山
文
庫
、
真
如
蔵
中
に
蔵
せ
ら
れ
る
『
天
台
菩
薩
戒
真
俗

一
貫
紗
』

(以
下

『
一
貫
砂
』
と
略
す
)
は
、
「
弘
安
七
年
五
月
廿
三
日
於

黒
谷
慈
眼

坊
書
之
」
の
奥
書
を
も

つ
撰
者
不
明
の

一
巻
の
書
で
あ
る
。

こ
の
書
は

従
来
学
界
で
も
あ
ま
り
と
り
あ
げ
ら
れ
な
か

つ
た
文
献
で
あ
る
が
、

し

か
し
そ
の
内
容
は
ま
こ
と
に
注
目
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
。

こ
の
書
は
元

憲
直
後
の
人
心
動
揺
す
る
社
会
状
況
の
中
で
、
最
澄
の
建
立
し
た
大
乗

菩
薩
戒
の

「真
俗

一
貫
」
の
理
念
を
敷
術
し
て
、
「国
王
」
の
政
道

の

真
意
義
が

「菩
薩
」
の
戒
行
実
践
の
理
念
と
合
致
す
る
こ
と
を
説
き
、

鎮
護
国
家

の
た
め
に
は
叡
山
円
頓
戒
の
復
興
が
急
務
な
る
こ
と
、
ま
た

ノ

そ
の

「大
戒
功
力
」
こ
そ
が
異
国
降
伏
の
基
と
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と

を
力
説
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
そ
の
た
め
の
現
実
的
施
策

と
し

て
、
叡
山
黒
谷
の
大
乗
戒
場
再
興
を
う
つ
た
え
た
も
の
で
あ
る
。

い
う

な
れ
ば
そ
れ
は
、
円
頓
戒
を
軸
と
し
た
王
法
仏
法
相
即
論
で
あ
り
、

こ

の
主
題
自
体
興
味
深

い
も
の
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
こ
の
書
は
次
に
述

べ

る
幾

つ
か

の
点
に
お
い
て
、
日
本
中
世
仏
教
史
研
究
上
の
重
要
な
資
料

を
振

伊
す
る
も
の
て
あ
そ
と
々
え
そ
、

す
な
わ
ち
こ
の
書
は
、
(
一
)
鎌
倉
中
期
の
黒
谷
流
の
教
学
、
及
び
そ
の

教
団
的
立
場
を
示
す

こ
と
、
口
檀
那
流
の
鎌
倉
初
期
に
お
け
る
流
伝
の

実
態
を
記
す
こ
と
、
国
当
時
の
叡
山
を
は
じ
め
と
す
る
有
力
寺
社
の
衆

徒
、
僧
兵
騒
擾
の
根
本
原
因
と
し
て
、
教
団
経
済
体
制
の
も
つ
矛
盾
を

指
摘
し
て
い
る
こ
と
、
四
南
都
戒
学
復
興
に
関
連
し
て
従
来
の
諸
資
料

中
に
は
見
ら
れ
な
か
つ
た
貞
慶
の
戒
学
発
心
の
動
機
を
記
す
こ
と
等

々

で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
中
今
回
は
、
現
在
学
者
間
に
見
解

の
相
違
が
あ
り
、
現
今

の
学
界
に
於
て
も
争
点
の
ひ
と

つ
と
な

つ
て
い
る
。
日
と
口
の
点
に
つ

い
て
考
察
を
加
え
て
み
た
い
。

二

い
わ
ゆ
る
黒
谷
流
の
教
学
、

教
団
的
位
置
づ
け
等
に
つ
い
て
は
学
者

(1
)

間
に
異
論
が
あ
る
。
恵
谷
隆
戒
氏
は
恵
尋
、
恵
顕
、
興
円
、
円
観
と
相

承
し
て
い
く
黒
谷
の
系
譜
を
、
「
天
台
宗
の
直
系
で
あ
る
恵

心
、
檀
那

両
流
の
人
々
」
と
は
別
の

「
法
然
の
門
流
」
で
あ
る
と
位
置
づ
け
、

こ
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の

一
派
の
人
々
に
よ
つ
て
戒
法
復
興
運
動
が
な
さ

れ
た

こ
と
の
理
由

を
、

ひ
と

つ
に
は
恵
檀
両
流
が
理
戒
に
重
き
を
お
い
た
の
に
対
し
、
黒

谷
流
は
事
戒
を
重
視
し
た
、
ふ
た
つ
に
は
法
然
の
念
仏
教
団
を
破
戒
無

衛

の
徒

で
あ
る
と
す
る
旧
仏
教
徒
側
の
攻
撃
に
対
し

「
信
空
、
湛
空
、

恵
尋
の
系
統
こ
そ
戒
法
の
正
系
で
あ
る
こ
と
を
標
傍
し
て
、
誹
諺
を
弁

護
せ
ん
が
た
め
の
手
段
と
し
て
」
こ
の
運
動
が
展
開
さ
れ
る
に
至

つ
た

の
で
は
な

い
か
と
述
べ
ら
れ
た
。

(2
)

こ
れ
に
対
し
石
田
瑞
磨
氏
は

「
こ
の
復
興
は
源
空
の
門
流
の
そ
れ
で

あ
る
と
捉

え
る
な
ら
ば
そ
れ
は
問
題
の
焦
点
を
見
失
う
も
の
で
あ
る
」

と
述
べ
て
恵
谷
説
を
批
判
し
、
黒
谷

一
門
の
戒
法
復
興
を
あ
く
ま
で
も

天
台
宗
の
枠
内
の
、
天
台
僧
に
よ
る
祖
山
の
円
戒
再
興
の
動
き
と
し
て

理
解
す
べ
き
こ
と
を
主
張
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
学
者
間
に
見
解
の
相

違
が
あ
る
の
は
、
恵
尋
、
恵
顕
、
興
円
ら
が
専
修
念
仏
を
如
何
に
受
容

し
て
い
た
か
を
示
す
資
料
が
ほ
と
ん
ど
無
い
こ
と
が
そ
の
根
本
原
因
で

あ
る
。
恵
尋
に
は

『
円
頓
戒
聞
書
』
が
現
存
し
そ
こ
に
は
浄
土
教
に
つ

い
て
の
言
及
も

一
、
二
み
ら
れ
る
の
で
は
あ
る
が
、

し
か
し
こ
れ
だ
け

(3
)

で
は
専
修
念
仏
と
の
関
係
は
あ
ま
り
明
ら
か
で
は
な
い
。

そ
の
資
料
的
空
白
を
埋
め
る
の
が
、
『
一
貫
砂
』

の
記
事

で
あ
る
。

こ
こ
に
は
よ
く
黒
谷
流
と
専
修
念
仏
の
関
係
が
示
さ
れ
て
い
る
。
結
論

的
に
い
う
な
ら
ば
、
黒
谷
流
の
立
場
は
、
天
台

の
綱
格
を
守
り
つ
つ
も

そ
の
中
に
専
修
念
仏
を
も
包
摂
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ

う
。

例
え
ば
こ
の
書
で
は
浄
土
三
部
経
を

「
方
等
部
」
で
あ
る
と
位
置
づ

け
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
爾
前
教
と
し
て
の
否
定
的
意
味
で
語
ら
れ

て
い
る
の
で
は
な
く
、
『
法
華
玄
義
釈
籔
』
の

コ
雇
作
已
前

是
施
権
、

体
業
已
後
是
顕
実
」
の
文
に
よ
つ
て
、
肯
定
的
に

「顕
実
」
の
意
義
を

も
つ
も
の
と
し
て
、
す
な
わ
ち
法
華
と
同
様
の

「皆
成
仏
道
」
の
説
と

し
て
、
そ
れ
が
語
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て

『
一
貫
鉛
』
は
さ
ら
に
専
修
念
仏
の
法
門
が
、

一
心
三
観
、

円
頓
戒
と
同
じ
く
法
華
本
門
の
意
義
を
も

つ
も

の
で
あ

る
こ
と
を
説ノ

く
。
す
な
わ
ち

一
心
三
観
は
本
門
の
意
で
は
不
断
三
惑
の

「断
証

一
時

ノ

観
法
」
で
あ
る
が
、
円
頓
戒
も

「果
地
徳
法
門
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
と

同
様

「阿
弥
陀
三
字
即
仏
躰
」
で
あ
る
が
故
に

「
円
頓
戒
、
一
心
三
観
、

ノ

三
字
名
号
、

聯
錐
レ有
二不
同
一
々
躰
異
名
也
「
と
論
ず
る

の
で
あ

る
。

い
う
ま
で
も
な
く
こ
れ
ら
の

「
断
証

一
時
」
、
「
果
地
徳
」
、
「仏
躰
」
等

の
語
は
み
な
本
門
本
覚
の
意
味
に
お
い
て
語
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
円
頓
戒
と
専
修
念
仏
が
次
の
よ
う
に
会

通
さ
れ
る
。

依
二
一
向
大
乗
寺
之
義

立
二
一
向
専
修
之
名
画

他
力
本
願
文
即
得
往
生
等

ト
 

ノ

義
、

源
出
レ
自
二
戒
法
之
奥

旨
殉 

不
レ
領
二
比
等
之
義

画 

以
二
爾
前
 
門
意

ヲ
 

ク

存
二
自
業
自
得
之
道
理
 

人
多
難

二他
力
殉
 
是
則

円
戒
絶
レ
世
之
問
、

無

二会

通
之
人

一欺
。

然

者
不
レ
知
二
一
向

大
乗
寺

一者
、

一
向
専
修
之
義
難
レ
成
、

不
レ

ノ
 

ノ
 

ノ
 

ハ

学
二戒
法
即
身
成
仏
一者
、
証
得
往
生
日
難
レ立
者
哉
。
念
仏
法
門
錐
二浅
近

即
身
成
仏
之
文
随

一
也
。

『
天
台
菩
薩

戒
真

俗

一
貫
紗
』

に

つ
い
て

(
窪

田
)
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『
天
台
菩
薩
戒
真
俗

一
貫
砂
』
に

つ
い
て

(
窪

田
)

こ
こ
に
は
黒
谷
流
の
戒
浄
双
修
の
立
場
が
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
が
、

そ
の
戒
と
浄
と
を
結
び
つ
け
る
も
の
が
、
さ
き
に
み
た
よ
う

に
本
門
本
覚
思
想

で
あ
つ
た
と
い
う
点
が
注
目
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

後
述
す
る
よ
う
に
こ
の
書
は
檀
那
流
を
す
こ
ぶ
る
賞

揚
す
る

の
で
あ

り
、
撰
者
も
こ
の
系
譜
に
立

つ
人
と
考
え
ら
れ
、

こ
こ
で
示
さ
れ
た
本

門
本
覚
思
想
は
檀
那
流
の
そ
れ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
故

に
黒
谷
流

の
戒
浄
双
修
思
想
は
檀
那
流
の
本
門
教
学
に
基
づ
く
も
の
で

あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
時
、

黒
谷
流
を

必
ら
ず
し
も
恵
谷
氏
の
い
わ
れ
る
意
味
で
の

「法
然
の
門
流
」
で
あ
る

と
い
う

こ
と
は
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
黒
谷

一
門
に
強

い
天
台
正
統
の
意
識
が
あ
つ
た
こ
と
は
教
学
的
側
面
か
ら
だ

け
で
は
な
く
、
彼
等
が
目
指
し
て
い
た
こ
と
が

「皇
帝
本
命
道
場
」
た

る

一
向
大
乗
寺
の
再
確
立
に
あ

つ
た
こ
と
か
ら
も
認
め
ら
れ
る
の
で
あ

つ
て
、
教
団
的
に
み
て
も
黒
谷
の
門
流
は
天
台
教
団
の
中
に
位
置
づ
け

る
べ
き
だ
と
考
え
る
。

三

次
に
第

二
の
問
題
に
う

つ
り
た
い
。
今
ふ
れ
た
よ
う
に

『
一
貫
砂
』

は
檀
那
流
を
賞
揚
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
記
述
は
恵
檀
両
流
に
関
す

る
研
究
に
大
き
な

一
石
を
投
ず
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
れ
は
次

の
如
き
内
容
で
あ
る
。

ノ
 

へ

恵
光
院
者
具
那
嫡
流
、
碩
学
継
踵
不
レ絶
之
聖
跡
也
。
□
実
豪
僧
正
錐
レ為
ニ

ノ
 

へ

密
宗
人
画

伝
二紅
葉
手
箱
ハ

帯
二血
脈
一之
問
、
門
弟
公
性
僧
正
具
那
八
代

ノ
 

ノ
 

ノ
 

ノ

之
碩
徳
也
。
此
正
教
者
天
台
奥
蔵
山
王
重
宝
、
南
岳
天
台
之
遠
寿
、
伝
教
慈

モ

覚
之
心
符
也
。
尤
可
レ
被
二賞
翫
一之
流
哉
。

こ
こ
に
は
恵
光
院
が

「
具
那
嫡
流
」
で
あ
る
こ
と
、
実
豪
が

「
紅
葉
手

箱
」
と

「
血
脈
」
と
を
伝
え
、
ま
た
そ
の
門
弟
公
性
が

「
具
那
八
代
之

ノ
 

ノ

碩
徳
」
で
あ

つ
て
、
そ
の
所
伝
の
教
は

「天
台
奥
蔵
、
山
王
重
宝
」
で

あ
る
と
述
べ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
記
事
の
も
つ
意
味
に
つ
い
て
考
え
て

み
よ
う
。

い
わ
ゆ
る
中
古
天
台
の
恵
心
、
檀
那
両
流
の
成
立
と
展
開
を
め
ぐ
る

諸
問
題
に
つ
い
て
は
現
在
も
学
者
間
に
色

々
と
見
解
の
相
違
が
あ
る
。

そ
も
く

両
流
の
確
立

・
分
派
の
時
期
す
ら
平
安
末
か
ら
鎌
倉
末
ま
で

諸
説
あ
い
わ
か
れ
て
い
る
。
中
で
も
檀
那
流
に
つ
い
て
は
こ
と
に
そ
の

流
伝
の
実
態
が
明
ら
か
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
檀
那
流
独
自
の

『
紅
葉

抄
』
と
総
称
さ
れ
る
文
献
に
つ
い
て
も
、
そ
の
流
伝
が
確
認
さ
れ
る
の

で

は

『
渓
嵐
拾
葉
集
』
が
最
初
で
あ
る
と
さ
れ
、

こ
れ
ら
の
文
献
の
成
立

(
5
)

は
鎌
倉
末
以
降
と
す
る
の
が
、
現
今
学
界
の
有
力
説
で
あ
る
。

し
か
し
今
み
た
よ
う
に
今
み
た
よ
う
に
こ
の

『
一
貫
砂
』
の
記
事
に

よ
つ
て
、
当
時
既
に
檀
那
流
が
確
立
、
分
派
し

て
い
た

こ
と
が
知

ら

れ
、
ま
た
実
豪
が

「
紅
葉
手
箱
」
を
伝
え
る
と
記
す
こ
と
に
よ

つ
て
、

実
豪
の
頃
に
は

『
紅
葉
抄
』
の
少
な
く
と
も
そ

の
原
初
的
文
献
が
存
在

し
て
い
た
こ
と
も
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
実
豪

の
生
没
年
は
不
詳
で

あ
る
が
、
そ
の
弟
子
公
性
は
承
久
二
年

(
一
二
二
〇
年
)
に
山
門

の
探
題

(
6
)

と
な
つ
た
人
で
あ
る
か
ら
、
少
く
と
も
こ
の
年

以
前
に
、
す
な
わ
ち
鎌
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倉
初
期
に
お
い
て

「
紅
葉
手
箱
」
と

「血
脈
」
と
を
相
伝
す
る
檀
那
流

の
流
伝
の
事
実
が
あ

つ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。

従
来
、
両
流
流
伝
の
事
実
を
伝
え
る
文
献
の
中
、
鎌
倉
中
期
頃
ま
で
さ

か
の
ぼ
る
も
の
と
し
て
は
、
二
編
の
日
蓮
遺
文
と
宰
円
の

『
弾
偽
褒
真

(
7
)

砂
』
と
の
三
点
し
か
知
ら
れ
て
い
な
か
つ
た
の
で
あ
り
、
し
か
も
こ
れ

ら
の
書
の
記
述
も
決
し
て
詳
し
い
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
意
味
で
こ
の

『
一
貫
砂

』
の
記
事
は
非
常
に
貴
重
な
も
の
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
ま

た

こ
の
こ
と
に
よ
つ
て
本
書
の
撰
者
が
公
性
に
近
い
檀
那
流
の
人
で
あ

る
と
推
測
で
き
る
の
で
あ
る
。

四

そ
こ
で
最
後
に
そ
の
撰
者

の
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
た

い
。
『
一

貫
紗
』
の
撰
者
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
論
考
は
、
私
見
の
及
ぶ
限
り

(8
)

で
は

『
天
台
真
盛
宗

・
宗
学
汎
論
』
し
か
な
い
。
し
か
し
そ
こ
で
は
こ

の
書
を
惟
賢

(
一
二
八
四
、
一
説

一
二
八
八
-
一
三
七
八
)
の
著
作
と
し
な

が
ら
、

一
方

で
は

「
思
想
的
に
は
叡
空
か
恵
尋
あ
た
り
が
作
者
で
は
な

い
か
」
と
も
述
べ
て
お
り
論
旨
が
明
瞭
で
は
な
い
。

私
は
こ
の
書
は
恵
尋
の
撰
述

で
あ
る
と
推
定
す
る
。
そ
の
理
由
は
弘

安
七
年
の
黒
谷
と
、
円
頓
戒
と
専
修
念
仏
と
そ
し
て
檀
那
流
と
を
結
ぶ

線
上
に
あ
る
人
物
は
恵
尋
し
か
考
え
ら
れ
な

い
か
ら

で
あ
る
。
恵
尋

(弘
安
九
年

・
一
二
八
六
頃
没
か
)
は
、

二
尊
院
湛
空
の
教
示
に
よ
つ
て
黒

谷
戒
場
再
興
を
企
て
た
人
で
あ
り
、
ま
た
彼
が
檀
那
流
を
稟
け
た
人
で

(
9
)

あ
る
こ
と
は
例
え
ば

『
恵
鎮
筆
三
句
相
承
譜
』
、
『
天
台
宗
相
承

一
心
三

(
10
)
 

(
11
)

観
血
脈
』
、
『
日
本
大
師
先
徳
明
匠
記
』
等
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か

も
彼
は
公
性
の
孫
弟
子
で
あ
る
。
撰
者
を
叡
空

(
一
一
七
九
没
)
と
す
る

(12
)

こ
と

は
内

容

か
ら

考

え

ら

れ
ず
、

ま

た

惟

賢

と
す

る

こ
と

は
年

代

的

に

無

理

で
あ

る
。

『
一
貫

砂

』

の

撰
者

を

恵

尋

と

し
た
場

合
、

彼

が

こ

の

書

を

撰

述

す

る

に
至

つ
た
背

景

に

つ
い

て
言

及

せ
ね

ば

な

ら

ぬ

こ
と
も

ま

だ

あ

る

が
、

そ

れ

は
別

の
機

会

に
譲

り

た

い
。

1
 

恵
谷
隆
戒

「
叡
山
戒
法
復
興
運
動

の
諸
問

題
」
印
仏
研
九
-

一
。

2
 

石

田
瑞
磨

『
日
本
仏
教

に
お
け
る
戒
律

の
研
究
』

四
七
〇
頁
。

3
 

佐

藤
哲
英

『
叡
山
浄
土
教

の
研
究
』

六
四
九
頁
。

拙
稿

「
求
道
恵
尋

の

『
円
頓
戒
聞
書
』
に

つ
い
て
」
印
仏
研

二
八
-

一
参

照
。

4
 
硲
慈
弘

『
日
本
仏
教

の
開

展
と
そ
の
基
調
』

一
〇

〇
頁
。

5
 
岩
波

日
本
思
想
大
系

『
天
台
本
覚
論
』

五
三
九
頁
。

6

『
探
題
次
第
』
続

群
書
本

四
五

一
頁
。

7
 
硲
氏
前
掲
書

二
三
頁
。

こ
れ
ら
の
日
蓮
遺
文

に
つ
い
て
は

一
部
に
真
偽

論

も
あ
る
。

8
 

同
書

二
八
〇
頁
及
び
二
九
二
頁
。

石
田
氏
前
掲
書
五
五
九
頁
参
照
。

9
 
宝
戒
寺
文
書

『
鎌
倉
市
史
』
資
料
編

一
・
三
〇
八
頁
。

10

『
信
仰
叢
書
』
所
収

「
玄

旨
壇
秘

砂
」

一
九
頁
。

11
 
仏
全

一
一
一
・
八
八
四
頁
。

12
 
例

え
ば
法
然

に
は

じ
ま
る

「
一
向
専

修
」

を
論
ず
る

こ
と
、
貞
慶
以
後

の
南
都

戒
再
興

の
事
情
を
記

す

こ
と
、

ま
た
蒙
古
来
牒

(
一
二
六
八
)
以

来

の
異

国
降
伏

を
ひ
と
つ
の
主
題
と
す

る
こ
と
等
も

そ
の
理
由
で
あ

る
。

(
早
稲
田
大
学
大
学
院
)

『
天
台
菩
薩
戒
真

俗

一
貫
砂
』

に

つ
い
て

(
窪

田
)
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